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※測点100以降の河床整理については、橋梁部護岸工事を踏まえ、適宜実行する。
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※測点100以降の河床整理については、橋梁部護岸工事を踏まえ、適宜実行する。
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※測点100以降の河床整理については、橋梁部護岸工事を踏まえ、適宜実行する。
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 津軽森林管理署  金木支署

横  断  面  図

100

2.60

既設コンクリート擁壁　取壊し

FH=35.79
GH=35.58

BH= 0.21

DL=35.00

DL=30.00

FL=28.92

FH=35.79
床掘(S1)= 17.4

埋戻(C) = 13.3

103

既設コンクリート擁壁　取壊し

FH=35.94
GH=35.64

BH= 0.30

2.60
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.
0
2

FL=28.92

DL=35.00

DL=30.00

FH=35.94

床掘(S1)= 17.6

埋戻(C) = 13.0
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7

1:0.5

1:0.5

仲の股林道 災害復旧工事

10.70
10.70
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工事用道路・作業ヤード
工事用道路・作業ヤード

 S1 = 12.3  S1 = 11.4
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 津軽森林管理署  金木支署
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 津軽森林管理署  金木支署
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EC 3 138.7
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CH= 0.00

DL=35.00

既設ブロック擁壁
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 BA = 1.3

LBA= 2.4

5/5横  断  面  図
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 S1 = 1.2
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CH= 0.18

DL=35.00
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0.55 3.18 3.05

仲の股林道 災害復旧工事
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A1橋台右側
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コンクリート t=0.4m
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水替日数　延長L=17.7m

大型ブロック断面図
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裏込め材断面

A=4.25 m2

裏込め材断面

A=4.72 m2 裏込め材断面

A=4.72 m2

裏込め材断面

A=5.13 m2

控長 0.75m

控長 0.75m

控長 1.00m
控長 1.00m

9.12

9.04

7.85大型ブロック

大型ブロック

コンクリートブロック擁壁

大型ブロック

7.80
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 津軽森林管理署  金木支署
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下流護岸配置図
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 津軽森林管理署  金木支署

A2橋台正面図 上 流  下 流

▽36.18

0.60 2.00 2.00 0.60
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A2下-1

GH=34.10

▽33.77▽33.77
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下流護岸正面図

A2橋台正面図 護 岸 床 掘 図

A2橋台左岸側下流

A2下-1

FH=33.77
GH=34.10
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4
.
3
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FH=33.77

FH=29.47

F

FH=36.18

橋台床掘

1:0.6

橋台床掘

床掘(S1)= 5.2

埋戻(C) = 1.5

仲の股林道 災害復旧工事
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A2下-2

FH=33.77
GH=35.29

DL=35.00

1:
0.
40

4
.
3
0

FH=33.77

1:
0.
6
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埋戻(C) = 4.6
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EP側

側面図

正面図
 上 流 下 流

左岸側

A2

A2

1  平均高

5.5+6.4+6.1+4.9

4
H= = 5.7ｍ

2  床　掘

S1V=7.9×8.6×5.7=387.3㎥

(S1)

3  埋　戻（C)

V=(2.0+21.2)×8.6=199.5㎥

B=21.2

B=2.0

5.5

0.4 5.2 0.4

8.6

A2橋台床掘算定図

FM

FH=36.18

洗掘防止工

ふとんかご(1.2×0.6×3.0)

(24m)8枚

網目15cm 8♯ 120cm

洗掘防止ふとんかご

HWL

1:0.40 1:
0.
40

33.17
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FM

FH=36.18

A1 A2

LWL

2
.
4

3.5 3.5

水替工日数算定表より（最大値を採用）

A1橋台及びA2橋台 下幅：L=3.5ｍ　水深：H=2.4ｍ

最大値（橋台1基当たり）下幅：3.6ｍ　水深：2.0ｍ　

上記から5.09日を算定

1:
0.
40

1:
0.
6

LWL

3
.
1

1.0

水替工日数算定表(擁壁ｍ当たり)より

下幅：L=1.0ｍ　水深：H=3.1ｍ

上記から0.53日を算定

0.53日×5.1m=2.70日

A1橋台・A2橋台共通

1/100

 津軽森林管理署  金木支署

水 替 日 数 算 定 図 
A1橋台側

L=5.1m

A2橋台下流

水替工日数算定表(擁壁ｍ当たり)より

下幅：L=2.2ｍ　水深：H=2.0ｍ(最大値)

上記から0.73日を算定

0.73日×17.7m=12.92日

1:0.5

LWL

2
.
7

2.2

A1橋台下流

L=17.7m

水 替 日 数 算 定 図 
A1・A2橋台

水 替 日 数 算 定 図 
A2橋台側

仲の股林道 災害復旧工事
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108.2

コンクリート擁壁

90.5 103

既設擁壁天端

104.4

既設

※　フーチング形状については想定図である。

0.40

0
.
8
5

0
.
5
5

0.30

平
均

高
さ

H
=
4
.
8
m 1:0.2

1.43

0.30

0
.
6
6

A1側下流護岸

嵩上げコンクリート

17.70

9.50 3.00 1.40 3.80
100

A=0.25m2(CAD計測)
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A2側上流護岸

A=1.39m2(CAD計測)
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A=1.89m2(CAD計測)

A=1.50m2(下部)

A=1.00m2(下部)
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コンクリート基礎杭

*両岸目視で、計8本

A=2.86m2(CAD計測)地覆除く

A=2.86m2(CAD計測)地覆除く
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3
.
0
3

3
.
0
3

V=0.15×0.15×3.14×2.0
V=0.14m
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0.50 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 0.50

1
.
1
0

支柱 φ114.3 L=1.10

橋梁ガードレール撤去

袖ビーム 袖ビーム

ボルトM16×35 ボルトM16×35

ボルトM16×35

ビーム2.3×350×50

※　参考重量　16.4㎏/m

11.00

※　参考重量　ビーム17.1㎏/枚

※　参考重量　支柱13.6㎏/本

※　参考重量　ブラケット0.9㎏/枚

※　参考重量　袖ビーム6.5㎏/枚

※　参考重量　継手ボルト0.13㎏/個
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大型ブロック

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1514 16 17 18 19 20 21 22 23 24

仮締切工配置平面図

大型土のう 

大型土のう 

仮締切工数量

大型土のう 

35×1段 =35袋

仲の股林道 災害復旧工事

回転杭φ500施工・橋台本体施工後

25

26

27

28

29

コルゲートパイプ撤去後

31

32

33

34

35

30

A1橋台（右岸下流路側大型ブロック）

転用

回転杭・橋台施工

大型土のう配置72袋

転　用
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注) （  ）内の数値は.最上下段以外のPC鋼材の水平距離を示す。
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5
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2
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3-31-1 2-2

横締孔 φ42

凡例

:PC鋼材

横締孔 φ42PC鋼より線PC鋼より線

290

45
（32）

45
（32）

122.5
(135.5)

PC鋼より線

4
5
0 3
5
0

3
0

7
0

外桁内側CL
外桁外側 CL CL

290

中桁
外桁内側外桁外側

中桁
外桁内側外桁外側

中桁

G
1-1

D10G
1-2

D10G
1-1 D10G

1-1

SWPR7BL 1S12.7B SWPR7BL 1S12.7B SWPR7BL 1S12.7B

3
7
3

(
3
2
3
)

540

152

54-D10x2130

鉄　筋　表

記号 径 長　さ 本数 単位重量 重　量 摘　要

350

105 45
2@61.25
=122.5

290

5
0

2
4
0

2
@
5
5

1
1
0

5
0

122.5
(135.5)122.5

2@61.25
=122.5

2@122.5
=245

122.5

290

45
（32）

45
（32）

122.5
(135.5)

290

700

105 105
2@61.25
=122.5

122.5
(135.5)122.5

2@61.25
=122.5

2@122.5
=245

122.5

320

75
（62）

122.5
(135.5)

320

700

105 105
2@61.25
=122.5

122.5
(135.5)122.5

2@61.25
=122.5

2@122.5
=245

122.5 75
（62）

D10 kg

合計 kg

※　　　　鉄筋は地覆配筋図を参照。CL
2

CR
2

kg

kg

kg

kg

kg

kg

G1桁 G2～G6桁 G7桁 合計

G1桁

G2～G6桁

G7桁

D13 kg kg kg kg

G
1-2

700

 8-D10x2030

5
0

D10G
2

G
2 10-D10x700

G1-1

G1-2

G2

CL2

G1-1

G1-2

G2

G1-1

G1-2

G2

CR2

D10

〃

〃

D13

D10

〃

〃

D10

〃

〃

D13

2130

2030

700

1580

2130

2030

700

2130

2030

700

1580

54

8

10

46

54

8

10

54

8

10

46

0.56

〃

〃

0.995

0.56

〃

〃

0.56

〃

〃

0.995

1.19

1.14

0.39

1.57

1.19

1.14

0.39

1.19

1.14

0.39

1.57

64

9

4

72

149 kg

64

9

4

77 kg

64

9

4

72

149 kg

72

77

149

77

72

77

149

144

539

68377

0

SWPR19L
PC鋼より線1S17.8

グリッド筋

50

120

2
5

6
0

90
°
0'
0"

1
3
0

4
0

5
0

4
0

130

40 50 40

1S17.8用

D6×1246(1本当り)

グリッド筋

主 桁 配 筋 図

側 面 図 S=1:20
(S=1:40)

平 面 図

断 面 図 S=1:40
(S=1:80)

S=1:30
(S=1:60)

主桁断面図 S=1:10
(S=1:20)

横締め定着部詳細図 S=1: 5
(S=1:10)

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

図　　示

仲の股林道 災害復旧工事

主桁配筋図

※　図中、カッコ内の縮尺はA3印刷時を表す。
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0
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4000

5200 鉄　筋　表

※　　　　鉄筋は主桁配筋図にて計上。CL
2

CR
2

記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

地覆左側

地覆右側

桁長 10940

5
2
0
0

6
0
0

4
0
0
0

6
0
0

50 502@135
=270

5
2
0
0

6
0
0

4
0
0
0

6
0
0

5
0

3
0
0

2
0
0

5
0

1 D13
CL

3 D13
CL

2 D13
CL

1 D13
CR

3 D13
CR

2 D13
CR

195

3
2
5

2
6
3

5
8
8

2@135
=270

13@250=325011@250=2750 11@250=2750220

395

3
9
3

CR 46-D13×15802

2
6
3

1
3
0

195

3
2
5

2
6
3

5
8
8

90 350 6@720=4320 350 90

275 280 275

桁長 10940

50 50
2@135
=270

2@135
=270 13@250=325011@250=2750 220 11@250=2750220280275 280 275

5
0

3
0
0

2
0
0
5
0

5
0

3
0
0

2
0
0

5
0

5
0

3
0
0

2
0
0
5
0

CL1

CL3

CR1

CR3

D13

〃

D13

〃

1460

10870

1460

10870

46

6

46

6

0.995

〃

0.995

〃

1.45

10.82

1.45

10.82

67

65

132 kg

67

65

132 kg

D13 264 kg

合計 264 kg

220280

地 覆 配 筋 図

平 面 図

※　図中、カッコ内の縮尺はA3印刷時を表す。

S=1:20
(S=1:40)

断 面 図 S=1:20
(S=1:40)

図　名

署　名

名　称

縮　尺 図　　示

地覆配筋図

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事



(Ｓ＝ 1:20)補強格子鉄筋

(Ｓ＝ 1:6)防蝕アンカー装置(Ｓ＝ 1:20)ゴ ム 支 承

(Ｓ＝ 1:200)配　 置　 図

(Ｓ＝ 1:40)側　 面　 図

平　 面　 図

(Ｓ＝ 1:60)断　 面　 図

支 承 詳 細 図

 支 承 部 

<主桁縦断勾配>

LEVEL

 アンカー部 

<主桁縦断勾配>

LEVEL

M F

M32D F42D

台座モルタル

200x200x48

440

5200

6@720=4320 440

橋長 11000

30 桁長 10940 30

3025030 250
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2
0

2
9
0

4
2
0

1
0
1 2
5
9

7
8
0

φ150

φ42

φ70

F

3
1

防蝕アンカー装置

F42D

防 蝕 材

200x200x20

アンカーバー

φ42x780

アンカー孔モルタル

アンカーバー

φ42x780

保持パッキン

(S35CN)
(ST-SGN12)

アンカーキャップ

L=290

M12

ねじ深25
(吊り用)

30 250 30250

6
5
02
2
9

1
0
1

3
2
0

φ150

1
2
6

3
5

3
5

φ
3
2

φ32

46

4
2
0

M

3
1

橋
軸

方
向

アンカーバー

φ32x650

保持パッキン

(S35CN)
(ST-SGN12)

アンカーキャップ

L=260

M12

ねじ深25
(吊り用)

アンカー孔モルタル

アンカーバー

φ32x650

防 蝕 材

200x200x20

防蝕アンカー装置

M32D

図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

支承詳細図

ゴ ム 支 承
320x170x68

補 強 格 子 鉄 筋
D10x50x50

ゴ ム 支 承
320x170x68

補 強 格 子 鉄 筋
D10x50x50

3
7

3
3

6
8 1
0
1

3
7

3
3

6
8

1
0
1

4
8 4
8
2
0

5200

4406@720=4320440

FM

FM

材   料   表

名 　称 寸 　法 材   質 備 　　考単位
数    量 質  量

（ｋｇ）A2(F)A1(M) 合計

ゴム支承 320x170x68 図  示 枚 7 14 DSF(CR Ge=0.8)

防蝕アンカー装置 M32D

F42D

S35CN　合成ゴム
ポリエチレン 組 6 6

6 6

防 蝕 材 200x200x20 CRスポンジ 枚 6 126 RDパッキン

29.1補強格子鉄筋 D10x50x50 SD345 kg

沓座モルタル 無収縮モルタル m3

無収縮モルタル m3

  〃  〃

ST-SGN12

0.107

0.036 0.045

0.107 0.214

0.081

58.229.1

  〃〃

台座モルタル 無収縮モルタル m3 0.011 0.011 0.022

7

アイボルト 本 8 ゴム支承施工用

  〃 〃

M12用

 〃 3

8

3

16

6 防蝕アンカー装置施工用

※防蝕アンカー装置は、アンカーバー、アンカーキャップ、保持パッキン、スパイラル筋を1組としている。

※施工用アイボルト数量は、１支承線当り半数分計上しているため、適宜、流用すること。

※台座モルタルは、参考形状(数量)とする。

90
°
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3
0

2
5
0

3
0

2
5
0

ナジミ層

ク ロ ロ プ レ ン

Σte=10mm×3層

滑動防止ソケット

(FCD450,SGめっき)
φ70×40

6
8

4
0

1
4

SS400

320

1
7
0

300

1
5
0

∅4
7

橋
軸

方
向

1502-M12

貫通
(吊り用)

防蝕アンカー装置

F42D

ゴ ム 支 承

320x170x68

防蝕アンカー装置

M32D

ゴ ム 支 承

320x170x68

防蝕アンカー装置

M32D

ゴ ム 支 承

320x170x68

防蝕アンカー装置

F42D

ゴ ム 支 承

320x170x68

M F

A1 A2

360 360 360

<主桁縦断勾配>

LEVEL

360 360 360360

CL

台座モルタル

200x200x48

360

2
6
0

A1

A2

2
0

3
3

3
3

5
@
5
0
=
2
5
0

94@50=4700
95-D10x250

6-D10x4700

橋
軸

方
向

 Ｓ＝ 1:30

(Ｓ＝ 1:60)
 Ｓ＝ 1:30

 Ｓ＝ 1:10

 Ｓ＝ 1:3 Ｓ＝ 1:10

 Ｓ＝ 1:100

 Ｓ＝ 1:20

※　図中、カッコ内の縮尺はA3印刷時を表す。



伸 縮 装 置 断 面 図 (S=1:10)

平  面  図 (S=1:40)

断  面  図 (S=1:40)

配　置　図 (S=1:200)

(S=1:6)シール材充填図
(S=1:20)A部詳細図

現場接合部詳細

ブロフジョイントCDx型

G
90°

G
90°

302520151050-5-10

65

設　置　温　度

パ
ッ

キ
ン

巾
（

W
）

(℃)

(mm)

70

75

80

85

予備圧縮量

60

35-15

伸 縮 装 置 詳 細 図

伸 縮 装 置 材 料 表 
名        称 材  質 備  考合計数量A1数量

m

ブロフジョイントCDx型-30用 樋付
SS400 合成ゴム
SD345 弾性シール材 4.101 m

A2数量

m

遮水エッジL-30用 2 箇所

ブロフMUKADEパッキン-30用 SS400 合成ゴム 二次止水パッキンm4.499 m

m

4.101 4.101

4.499

4.499

2 箇所

バックアップ材 1.700 m 3.400 mm1.700

シール材 シリコン系 ﾘｯﾀｰ1.0 2.01.0 ﾘｯﾀｰ ﾘｯﾀｰ

後打コンクリート 0.7540.377 0.377

排水パイプ 2 本 2 本 4 本ステンレス

通し筋 SD345 5 本 10 本 D16x41015 本

CDx型用接着剤

1 式

1 式1 式 30用

固定金具含む、長さ仮定
L=5000

m3 m3 m3

地覆部

　〃

　〃

SS400 合成ゴム
弾性シール材

2.0% 2.0%

90°

74 74

4101

2050.5 2050.5

600 6004000

2000 2000

2
5
0

2
5
0

シール材

遮水エッジL

A部

シール材

遮水エッジL

※　排水パイプ長及び取付位置は、現場打合せの上決定のこと。

排水パイプ

L=5.0m(長さ仮定)

排水パイプ

L=5.0m(長さ仮定)

バックアップ材

シール材

プライマー塗布

2
0

30排水パイプ

74

9
0

22

1
2
5

バックアップ材 シール材

遮水エッジL

シール材

遮水エッジL

シール材

遮水エッジL

※ 現場接合部は、パッキンに接着剤を塗布し接合すること。

　 また、指定範囲に溶接を施すこと。

現場接合部

橋台側

桁　側

LC

5
0 9
0

5
0

橋長 11000

30 桁長 10940 30

C L

5
2
0
0

6
0
0

4
0
0
0

6
0
0

A1
A2

20用
30用

図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

伸縮装置詳細図

A1部　ブロフジョイントCDx型－30用、樋付

A2部　ブロフジョイントCDx型－20用、樋付

50030

25076～96250

4
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.
5

D
1
9

350

80150 80 150 135

型

枠

材

弾性シール材

500 30

250 86～116 250

3
9

D
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350

80 15080150135

型

枠
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弾性シール材

～

512520

61

～

5

35 20

5

1
0
0

1
0
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1
0
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1
0
0

1
0
0

1
0
0

49

398

8

後打ちコンクリート

通し筋 D16
SD345

アンカー筋 D16

SD345

現場接合

後打ちコンクリート

アンカー筋 D16
SD345

現場接合

ブロフMUKADEパッキン

ブロフMUKADEパッキン

1
0
0
～

1
4
0

5
0
～

9
0

5
0

1
0
0
～

1
4
0

5
0
～

9
0

5
0

12 62 12

92
(W)

～

橋台側 桁　側

12 52 12

72
(W)

～

(S=1:20)鉄筋加工図

D16x490

150

1
7
0

橋台側

D16x570

150

2
1
0

桁　側

(S=1:40)アンカー筋埋設図

※ アンカー筋埋設位置は参考とし、構造部材と

   干渉する場合は適宜調整すること。

80 150

1
1
0

1
0
0

2
1
0

8
0

1
5
0

3
5
0

90°

90

2@200

=400907070

580140

5
0

ア ン カ ー 鉄 筋 表
A2(F)数量材  質 A1(M)数量 合計数量 合計質量 備    考

D16x570 本 本 アンカー筋  桁側4623 kg40

D16x490 本 アンカー筋  橋台側32 kg24

本23

本16 本16

D16x245

75

1
7
0

橋台側

遮水エッジL-20用 2 箇所2 箇所 　〃　〃

D16x245 本32 kg12本16 本16

1 式 20用　〃

m 一般用4.101

　〃

　〃

m4.499

　〃

　〃

ブロフジョイントCDx型-20用 樋付

ブロフMUKADEパッキン-20用

　〃

90

橋台側桁　側

5200

S=1: 5

S=1:20

S=1:20

 S=1:100

S=1:3
S=1:10

S=1:10

S=1:20

※　図中、カッコ内の縮尺はA3印刷時を表す。



桁長 10940

250 支間長10440 250
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排水装置
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排水装置

排水装置 排水装置
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30 30

桁長 10940

取付金具

蓋

排水装置

900 330

取付金具

蓋

排水装置

330 900
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スクリーン

2
5
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1
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1
1

45°

150×100×6.0
(STKR400)

製作数：4

L=601+1470=2071mm

w=21.7kg/m
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6.0%86°33'59" 1
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600 4000
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上
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°

蓋

取付金具
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0

600 100

G1

440 4320 440

φ6×88

4 - RB  φ6 x 88

製作数：4

(1組当り)チェーン

1 - チェーン　φ3 x 32 x 11 x 400

2 - PL  32 x 60 x 3

1 - RB  φ6 x 200

1 - PL 150 x 100 x 6

製作数：4

(1組当り)
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50 50

6
5
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2
5
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32
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45 60 45
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5
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45 60 45
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1
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2

15 20

長孔φ14×30

インサートアンカー(M12)

2 - BN  M12 x 35

2 - インサートアンカー　M12

1 - PL 510 x 100 x 6

製作数：4

(1組当り)

1
0
0

6

310

80 150 80

40 40 4040
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排水装置詳細図

平 面 図 S=1: 50
(S=1:100) 排水装置取付断面図

図　名

署　名

名　称

縮　尺 図　　示

※　図中、カッコ内の縮尺はA3印刷時を表す。

排水装置詳細図

角 型 鋼 管 S=1:10
(S=1:20)

スクリーン S=1: 5
(S=1:10)

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

排水装置取付側面図 S=1:20
(S=1:40)

S=1:20
(S=1:40)

蓋 S=1: 5
(S=1:10)

取付金具 S=1:10
(S=1:20)

材 料 名 数　量 摘　要

(1橋当り)

取付金具

4PL 510×100×6

8

鋼　　材

インサートアンカー M12

蓋

4PL 150×100×6.0

8

鋼　　材

PL 32×60×3.0

φ6×200 4

SS400

チェーン φ3×32×11×400 4

排水管

角形鋼管 4 STKR400

スクリーン φ6×88

寸　　法

16

質　量
(kg)

1本当り質量
(kg)

44.941

 0.020

179.76

0.32 SR235

SS400

 0.707 2.83

 0.045 0.36

 0.044 0.18 SR235

SS400 0.059 0.24

合 計 193.67 kg

SS400

□ 150×100×6.0×2071

 2.402 9.61

排 水 装 置 材 料 表

M12×35ボルト・ナット 8 SS4000.37 0.046

2．鋼材の表面仕上げは、全て溶融亜鉛メッキを施す。

亜鉛の付着量は、JIS H 8641-HDZ55とする。

1．特記なき材質は、全てSS400とする。

注記）

但し、ボルト，ナットの付着量はHDZ35とする。



※　図中、カッコ内の縮尺はA3印刷時を表す。

図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

防護柵詳細図

防 護 柵 詳 細 図



図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

ﾌｯｸの種類 35t

ﾌｯｸの重量

定格総荷重

22.0

ブーム長（ｍ）
作業半径
（ｍ）

12.0

300kg

(t)100t吊りラフテレーンクレーン能力表

アウトリガ最大張出 7.8ｍ　　-全周-

（ｶｳﾝﾀｳｴｲﾄ4.0ｔ装着）
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5.65

5.40

スラブ桁：8.02＋0.30= 8.32≒ 8.4ｔ

上部工架設要領図（参考図）

側 面 図

平 面 図

上部工架設要領図

(S=1:200) S=1:30上部工断面図

100t吊りラフテレーンクレーン
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図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A1 橋台構造一般図

A1 橋台構造一般図
橋台背面(1-1) 橋台前面(2-2) 道路中心断面図(3-3)

平面図(4-4)

橋台左側面図 (5-5)

胸壁頭部詳細図

支承部詳細図

路面標高(計画高)

舗 　装 　厚

調 整 舗 装 厚

桁 上 面 標 高

主 　桁 　高

桁 下 標 高

支   承   高

支承底面標高

構 造 高 合 計

橋 座 天 端 標 高

EL1(m)

EL2(m)

EL3(m)

EL4(m)

EL5(m)

構造高表(支承上)

T1(mm)

T2(mm)

T3(mm)

H1(mm)

H2(mm)

ΣH(mm)

S1(G1,G2)

0.050

0.040

0.450

設 計 条 件

基 礎 形 式

橋 台 形 式 逆T式橋台

杭基礎 (回転杭φ500)

道路構造規格 幹線林道 自動車道2級 V=30km/h 計画交通量100台/日 

支 点 条 件

斜   　　角

裏 込 め 土

埋 戻 し 土

地 盤 種 別

θ=90°00′00″

γ=20KN/m
3
、φ=35°（礫質土）

γ=19KN/m
3
（砂質土）

Ⅱ種地盤

B2地域（Cz=0.85、CⅠz=1.00、CⅡz=0.85）

可動

地域別補正係数

設 計 荷 重

活 荷 重

雪 荷 重

添架荷重

Ａ活荷重

車輌通行時：1.0KN/m
2
 車輌通行止め時：7.00KN/m

2

載荷無し 

支 持 地 盤 小泊層(硬質頁岩 Ｓ) 若干の風化有り。

使 用 材 料

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄  筋

設計基準強度 σck＝24N/mm
2

設計基準強度 σck＝18N/mm
2

異形鉄筋　材質:SD345

適 用 基 準 道路橋示方書（Ⅰ～Ⅴ）平成29年11月

設計水平震度 ＫH=0.20(Ｋ=ＫHo・Cz =0.2332X0.85)

杭
鋼管本体

先端羽根

材質:SKK490

材質:SM490A (羽厚さ t=25mm)

モ ル タ ル 厚 T4(mm)

ｷｬﾝﾊﾞｰ調整厚 0.015

0.068

0.656

0.033

胸壁付根天端標高 EL6(m)

280

30 250

構造高算定図
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舗装

ゴム支承

沓座モルタル
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伸縮装置ｱﾝｶｰ鉄筋
D16-250ctc L=250mm

伸縮装置ｱﾝｶｰ鉄筋
D16-250ctc L=490mm

後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ(σck=30N/mm
2
)

   <伸縮装置設置時に打設>
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図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A2 橋台構造一般図 S=1:100

橋台背面(2-2) 橋台縦断面図(3-3)

平面図(4-4)

設 計 条 件

基 礎 形 式

橋 台 形 式 逆T式橋台

杭基礎 (回転杭φ500)

道路構造規格 幹線林道 自動車道2級 V=30km/h 計画交通量100台/日 

支 点 条 件

斜   　　角

裏 込 め 土

埋 戻 し 土

地 盤 種 別

θ=90°00′00″

γ=20KN/m
3
、φ=35°（礫質土）

γ=19KN/m
3
（砂質土）

Ⅱ種地盤

B2地域（Cz=0.85、CⅠz=1.00、CⅡz=0.85）

固定

地域別補正係数

設 計 荷 重

活 荷 重

雪 荷 重

添架荷重

Ａ活荷重

車輌通行時：1.0KN/m
2
 車輌通行止め時：7.00KN/m

2

載荷無し 

支 持 地 盤 小泊層(硬質頁岩 Ｓ) 若干の風化有り。

使 用 材 料

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄  筋

設計基準強度 σck＝24N/mm
2

設計基準強度 σck＝18N/mm
2

異形鉄筋　材質:SD345

適 用 基 準 道路橋示方書（Ⅰ～Ⅴ）平成29年11月

設計水平震度 ＫH=0.21(Ｋ=ＫHo・Cz =0.25X0.85)

杭
鋼管本体

先端羽根

材質:SKK490

材質:SM490A (羽厚さ t=25mm)
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杭配置図

道路中心線
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胸壁頭部詳細図 S=1:10

路面標高(計画高)
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桁 上 面 標 高
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構 造 高 合 計

橋座 天端標高

EL1(m)

EL2(m)

EL3(m)

EL4(m)

EL5(m)

構造高表(支承上)

T1(mm)

T2(mm)

T3(mm)
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S1(G1,G2)

0.050
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0.450

モ ル タ ル 厚 T4(mm)

ｷｬﾝﾊﾞｰ調整厚 0.015

0.068

0.656

0.033

胸壁付根天端標高 EL6(m)

280
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構造高算定図

主桁
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伸縮装置ｱﾝｶｰ鉄筋
D16-250ctc L=490mm

後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ(σck=30N/mm
2
)

   <伸縮装置設置時に打設>
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A2 橋台構造一般図
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図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A1橋台配筋図 (その1)  S=1: 50
(S=1:100)

竪壁背面(1-1) 竪壁前面(3-3) 縦断面(4-4)

胸壁水平断面(7-7)
胸壁前面(2-2)

地覆天端(5-5) 地覆水平断面(6-6)

A1橋台配筋図 (その1)

断面位置図



図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

断面位置図

A1橋台配筋図 (その2)

A1橋台配筋図 (その2)  S=1: 50
(S=1:100)

橋座断面(1-1)

橋座断面(2-2)

前面側

背面側

竪壁水平断面(3-3)

胸壁・竪壁の軸方向鉄筋組立て図

背面側

竪壁かぶり詳細図  S=1:20
(S=1:40)

前面側

胸壁及び橋座の被り詳細図
 S=1:10
(S=1:20)



図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A1橋台配筋図 (その3)

A1橋台配筋図 (その3)  S=1: 50
(S=1:100)

底版後趾断面(2-2) 底版前趾断面(3-3) 底版前後趾端(1-1,4-4) 底版縦断面図(5-5)

断面位置図

底版上面(6-6) 底版下面(7-7)

底版部かぶり詳細図  S=1:20
(S=1:40)

橋軸直角方向断面橋軸方向断面
背面後趾側 前面前趾側 背面後趾側 前面前趾側 竪壁前背面部



図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A1橋台配筋図 (その4)

A1橋台配筋図 (その4)  S=1: 50
(S=1:100)

断面位置図

翼壁鉛直断面
   (5－5)

外面 内面

翼壁内面 (2－2)翼壁外面 (1－1) 右側面図 (3－3)

翼壁水平断面 (4－4)

翼壁かぶり詳細図

外面 内面

 S=1: 20
(S=1:40)
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図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A1橋台配筋図 (その5)

A1橋台配筋図 (その5)  S=1: 50
(S=1:100)

半円フック 鋭角フック 直角フック 定着長

･φ
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図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A2橋台配筋図 (その1)  S=1: 50
(S=1:100)

A2橋台配筋図 (その1)

断面位置図

竪壁背面(3-3)竪壁前面(1-1) 縦断面(4-4)

胸壁水平断面(7-7)
胸壁前面(2-2)

地覆天端(5-5) 地覆水平断面(6-6)
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図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

断面位置図

A2橋台配筋図 (その2)  S=1: 50
(S=1:100)

A2橋台配筋図 (その2)

橋座断面(1-1)

橋座断面(2-2)

前面側

背面側

竪壁水平断面(3-3)

胸壁・竪壁の軸方向鉄筋組立て図

背面側

竪壁かぶり詳細図  S=1:20
(S=1:40)

前面側
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胸壁及び橋座の被り詳細図
 S=1:10
(S=1:20)

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

L R



図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A2橋台配筋図 (その3)

断面位置図

A2橋台配筋図 (その3)  S=1: 50
(S=1:100)

底版後趾断面(3-3)底版前趾断面(2-2) 底版前後趾端(1-1,4-4) 底版縦断面図(5-5)

底版上面(6-6) 底版下面(7-7)

底版部かぶり詳細図  S=1:20
(S=1:40)

橋軸直角方向断面橋軸方向断面
背面後趾側前面前趾側 背面後趾側前面前趾側

竪壁前背面部



図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A2橋台配筋図 (その4)

A2橋台配筋図 (その4)  S=1: 50
(S=1:100)

断面位置図

左翼壁外面 (1－1) 左翼壁内面 (2－2)
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左翼壁鉛直断面
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左翼壁かぶり詳細図
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図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A2橋台配筋図 (その5)

A2橋台配筋図 (その5)  S=1: 50
(S=1:100)

断面位置図

右翼壁外面 (2－2)右翼壁内面 (1－1)
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右翼壁鉛直断面
    (4－4)

右翼壁かぶり詳細図
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図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A2橋台配筋図 (その6)

A2橋台配筋図 (その6)  S=1: 50
(S=1:100)

半円フック 鋭角フック 直角フック 定着長
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図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A1橋台回転杭φ500詳細図

0 10 20 30 40 50

13

8

19

58

32

22

8

5

30

26

17

17

18

50

250

136

150

DL=17.000

基礎杭(回転杭)側面図 S=1:100

基礎杭配置図 S=1:100

吊金具詳細図 S=1:4

杭頭ｱﾝｶｰ鉄筋詳細図 S=1:20

B - BA - A

フレア溶接詳細図

ずれ止め詳細図
断面図 S=1:4

ずれ止め平面図 S=1:15

PL-25(SM490)
工場溶接

工場溶接

羽根部詳細図(b)

2
5
0

杭頭部詳細図(a)

A1 橋台回転杭φ500詳細図

C - C

材 料 表
(S=1:200) (S=1:40)

(S=1:8)

(S=1:30)

(S=1:200)

(S=1:8)

S=1:20
(S=1:40)

S=1:20
(S=1:40)



図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

A2橋台回転杭φ500詳細図

A2 橋台回転杭φ500詳細図

基礎杭(回転杭)側面図
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DL=20.000

基礎杭配置図

吊金具詳細図

杭頭ｱﾝｶｰ鉄筋詳細図
B - BA - A

C - C

フレア溶接詳細図

PL-25(SM490)
工場溶接

工場溶接

羽根部詳細図(b)

2
5
0

杭頭部詳細図(a)

材 料 表

ずれ止め詳細図
断面図

ずれ止め平面図

(S=1:200)
S=1:100

(S=1:200)
S=1:100

S=1:4
(S=1:8)

(S=1:8)
S=1:4

S=1:20
(S=1:40)

S=1:20
(S=1:40)

S=1:15

(S=1:30)



図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

DL=25.00m

頁岩(S)

砂礫(Ag)

砂礫(Ag)

盛土・砂礫 (BS)

強風化頁岩上面線

頁岩上面線

頁岩上面線

N値50以上の想定線

頁岩(S)

強風化頁岩(wS)

計画河川中心

2500 8600 2500

4300 4300

DL=25.00m

頁岩(S)

砂礫(Ag)

砂礫(Ag)

盛土・砂礫 (BS)

強風化頁岩上面線

頁岩上面線

頁岩上面線

N値50以上の想定線

頁岩(S)

強風化頁岩(wS)

計画河川中心

2500 8600 2500

4300 4300

既設A2橋台撤去後の地盤線

950 950

700

掘削底面幅 3200

敷鉄板設置延長 6096x4=24384

小型回転圧入施工機DHJ-25

15384 9000

回転杭φ500 L=5.50m

回転杭φ500施工仮設図(その1)
A2橋台側打設縦断図

A1橋台側打設縦断図

河川方向断面図

コルゲートパイプ設置用
掘削部(断面積A=6.1ｍ

2
)

コルゲートパイプφ1200

DL=25.00m

▽ 34.500

▽ 34.500

▽ 29.680▽ 29.680

▽ 29.780

▽ 29.780
▽ 31.000

小型回転圧入施工機DHJ-25
バックホウ 0.45ｍ

3

バックホウ 0.45ｍ
3

コルゲートパイプφ1200

▽ 29.780

▽ 34.500

▽ 34.500

▽ 31.000

▽ 29.680

▽ 29.780

▽ 29.680

回転杭φ500(L=7.50m,7.00m)

S = 1:100

道路中心

現況河川の最深部河床線

計画河川断面の河床線

5.000%

1:1.5
1:1

.5

7000

3500 3500

452 6096 452

▽ 34.500

▽ 36.180

▽ 29.680 ▽ 30.420

▽ 31.000

回転杭φ500施工仮設図(その1)

φ1200

φ1200

▽ 32.600

▽ 33.700

コルゲートパイプ設置延長 13000

6900
6100

1:
1.5

1:
1.5

5700

700 1500 2000 1500

5000

2100 2900

1000 1900

▽ 33.233
▽ 30.695

▽ 31.345

計画河川河床幅 4690

杭打設ヤード盛土
(断面積A=37.8ｍ

2
)

12984

6891 6092

河川内盛土延長 10100

仮設関係数量表

・大型土のう個数

河川盛土及びコルゲート管設置時 ---
上流部　Ｎ1＝17個
下流部　Ｎ1＝55個

流水位置切り替え時 -------------- 流水部　Ｎ3＝16個

合計設置・撤去個数 ∑Ｎ＝88個

購入個数 Ｎ＝72個
(流水位置切り替え時は転用とする。)

・コルゲート管設置及び購入数量

設置・購入延長 ----------------- 流水部　Ｌ＝13.00×2＝26.0ｍ

・河川内盛土体積 ------- 流水部　Ｖ＝37.8×10.10＝381.8ｍ
3
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図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事
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回転杭φ500施工仮設図(その2)

回転杭φ500施工仮設図(その2) S = 1:100

A2橋台側打設平面図

A1橋台側打設平面図
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00

小型回転圧入施工機DHJ-25

バックホウ 0.45ｍ
3

NSエコパイルφ500
L=5.50m 3本

NSエコパイルφ500
L=5.00m 3本

小型回転圧入施工機DHJ-25

NSエコパイルφ500
L=7.50m 3本

NSエコパイルφ500
L=8.00m 3本

施工ヤード敷鉄板面積 A=157.9ｍ
2

搬入路敷鉄板面積 A=41.6
2

12
14

12
14

搬入部敷鉄板9099 施工ヤード敷き鉄板 4@6096=24384
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長
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2段配置大型土のう個数 N=22個

3段配置大型土のう個数 N=33個

1.2段混合配置大型土のう個数　N=17個

バックホウ 0.45ｍ
3

1.2段混合配置大型土のう個数　N=17個

3段配置大型土のう個数 N=33個

2段配置大型土のう個数 N=22個
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図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

DL=25.00m

頁岩(S)

砂礫(Ag)

砂礫(Ag)

盛土・砂礫 (BS)

頁岩上面線

N値50以上の想定線

頁岩(S)

強風化頁岩(wS)

計画河川中心

2500 8600 2500

4300 4300

コルゲートパイプ

▽ 29.780

▽ 34.500

▽ 34.500

▽ 31.000

▽ 29.680▽ 29.680

1:
1.5

15
0

65
00

15
00

50
00

各工事工程断面図(その1) S = 1:100

A2橋台本体施工時

4300

400 3500 400

橋台背面埋戻し線橋台前面一次埋戻し線

1152

▽ 29.780

▽ 33.000

▽ 29.530

80
0

背面埋戻し面積
A=16.9m

2

橋台床掘面積(一次)
   A=28.6m

2

前面埋戻し面積
　A=1.1m

2

掘削面積(二次)
A=16.4m

2

1:0. 3 1:0.3

11100

DL=25.00m

頁岩(S)

砂礫(Ag)

砂礫(Ag)

盛土・砂礫 (BS)

頁岩上面線

N値50以上の想定線

頁岩(S)

強風化頁岩(wS)

計画河川中心

2500 8600 2500

4300 4300

コルゲートパイプ

▽ 29.780

▽ 34.500

▽ 31.000

▽ 29.680

15
0

65
00

A1橋台本体施工時

橋台背面埋戻し線 橋台前面一次埋戻し線

▽ 29.780

▽ 33.000

▽ 29.530

80
0

背面埋戻し面積
A=16.6m

2

橋台床掘面積
 A=18.5m

2
前面埋戻し面積
　A=1.1m

2

1:0.3

11100

1:
0.

3

▽ 31.180

φ=1200

φ=1200

11000

800 1400 1300

3500

900500

15
0

65
00

15
00

50
00

3500

4300

400400

1.765%

3000 500

5.110%

700

700

1152

1:
1.5

道路盛土

DL=25.00m

頁岩(S)

砂礫(Ag)
砂礫(Ag)

盛土・砂礫 (BS)

頁岩上面線

N値50以上の想定線

頁岩(S)

強風化頁岩(wS)

計画河川中心

2500 8600 2500

4300 4300

▽ 31.000

▽ 29.680

15
0

65
00

通水切り替え時

▽ 33.000

▽ 29.530

80
0

▽ 31.180

11000

800 1400 1300

3500

900

500

15
0

65
00

15
00

500

5.110%

▽ 34.500

43
50

65
0

15
00

43
50

65
0

900 9200

2241 4718 2241

2600

1800

1:0.3

3500

1300 1400 800

一次河川掘削
(断面積 A=1.6m

2
)

DL=25.00m

頁岩(S)

砂礫(Ag)
砂礫(Ag)

盛土・砂礫 (BS)

頁岩上面線

N値50以上の想定線

頁岩(S)

強風化頁岩(wS)

計画河川中心

2500 8600 2500

4300 4300

▽ 31.000

▽ 29.680

15
0

65
00

コルゲートパイプ撤去時

▽ 29.780

▽ 33.000

▽ 29.530

80
0

▽ 31.180

11000

800 1400 1300

3500

900

500

15
0

65
00

15
00

500

5.110%

▽ 34.500

43
50

65
0

15
00

43
50

65
0

900 9200

2241 4718 2241

1:0.3

3500

1300 1400 800

二次河川掘削
(断面積 A=6.4m2)

注) 1.二次河川掘削同時にコルゲートパイプの撤去を行う。

大型土のう設置

2300

コルゲートパイプ撤去

2.コルゲートパイプ撤去後に大型土のう設置し、通水
　箇所をA1橋台前面に切り替える。

80
0

各工事工程時断面図(その1)

3.流水位置切り替え用の大型土のう設置個数 N=16個
　(設置延長 L=16.00m 1段積み)
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図　示

図　名

署　名

名　称

縮　尺

津軽森林管理署 金木支署

仲の股林道 災害復旧工事

DL=25.00m

頁岩(S)

砂礫(Ag)
砂礫(Ag)

盛土・砂礫 (BS)

頁岩(S)

強風化頁岩(wS)

計画河川中心

2500 8600 2500

4300 4300

▽ 31.180

▽ 29.680

15
0

65
00

左岸(A2橋台)側護岸ブロック積施工時

▽ 32.180

▽ 29.530

▽ 31.180

11000

800 1400 1300

3500

900

500

15
0

65
00

15
00

500

5.110%

43
50

65
0

15
00

43
50

65
0

900 9200

3500

1300 1400 800

各工事工程断面図(その2) S = 1:100

▽ 29.680

7600

2800 1000 3800

1555 1325 920

護岸ブロック積背面
埋戻し(A=1.3m

2
)

護岸ブロック床掘
　(A=3.0m

2
)

護岸ブロック基礎前面
埋戻し(A=1.3m

2
)

DL=25.00m

頁岩(S)

砂礫(Ag)
砂礫(Ag)

盛土・砂礫 (BS)

頁岩(S)

強風化頁岩(wS)

計画河川中心

2500 8600 2500

4300 4300

▽ 31.180

▽ 29.680

15
0

65
00

右岸(A1橋台)側護岸ブロック積施工時

▽ 29.530

▽ 31.180

11000

800 1400 1300

3500

900

500

15
0

65
00

15
00

500

5.110%

43
50

65
0

15
00

43
50

65
0

900 9200

3500

1300 1400 800

▽ 29.680

7600

3300 3300

護岸ブロック積背面
埋戻し(A=1.3m

2
)

護岸ブロック床掘
　(A=3.0m

2
)

護岸ブロック基礎前面
埋戻し(A=0.1m

2
)

1000

▽ 32.180

2.左岸側ブロック積の床掘を行い、ブロック積の築造と
同時に橋台前面とブロック前背面部の埋戻しを行う。

注) 1.コルゲートパイプ撤去後に大型土のう設置し、通水
 箇所をA1橋台前面に切り替える。

80
0

10
00

400

2245 1055

400

注) 1.大型土のうをA2橋台側に0.5移動し、通水箇所をA2橋台
　前面に切り替える。

2.右岸側ブロック積の床掘を行い、ブロック積の築造と
同時に橋台前面とブロック前背面部の埋戻しを行う。

DL=25.00m

頁岩(S)

砂礫(Ag)
砂礫(Ag)

盛土・砂礫 (BS)

頁岩(S)

強風化頁岩(wS)

計画河川中心

2500 8600 2500

4300 4300

▽ 31.180

▽ 29.680

15
0

65
00

洗掘防止工(ふとんかご)施工時

▽ 29.530

▽ 31.180

11000

800 1400 1300

3500

900

500

15
0

65
00

15
00

500

5.110%

43
50

65
0

15
00

43
50

65
0

900 9200

3500

1300 1400 800

▽ 29.680

7600

915 7370 915

1340 4690 1340

240 4210 2401455 1455

▽ 29.820
▽ 30.420

▽ 33.770 ▽ 33.770

フトンかご(t=600mm)

三次河川掘削(A=3.4m
2
)

注) 大型土のうを移動しながら、河川掘削行い、順次フトンかごを設置する。

各工事工程時断面図(その2)
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仲の股林道災害復旧工事

被災箇所　2号



図　名

署　名

名　称

縮　尺 1:200

平　　　　　面　　　　　図　1/1

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署
被災番号　2号　-  2.4km地点

曲      　　線    　  　表
IPNO D LR A IA R T.L S.L C.L B.C M.C E.C IP.D

BP
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図　名

署　名

名　称

縮　尺 1:200

平          面          図　1/1
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被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

撤去(CP2型 φ=1.50m t=2.7mm L=16.80m - 2連）
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図　名

署　名

名　称

縮　尺 縦 1:100  横 1:100

縦     断     面     図   1/1

55.00

PC.BOX(B=2.00m,H=2.00m) L=15.00m(1.00m-15本）3連　G=8.0%

曲　線

測　点

地盤高

計画高

切土高

盛土高

勾　配

H=58.668
BM.4

被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署
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図　名
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縮　尺 1:100 

横     断     面     図   1/8
被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

B 床掘(S1)= 25.6

埋戻(C) = 12.7

B.P 床掘(S1)= 26.9

埋戻(C) = 12.8

 BA = 2.2

 BA = 6.6(加算)
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縮　尺

横     断     面     図   2/8

1:100 

被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

床掘(S1)= 25.9
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1:100 

被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

床掘(S1)= 34.5

埋戻(C) = 8.3

床掘(S1)= 37.4

埋戻(C) = 11.1
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横     断     面     図   4/8
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被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署
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 口 S1= 12.5
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横     断     面     図   5/8
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被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

床掘(S1)= 14.5

埋戻(C) =

床掘(S1)= 35.2
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1:100 

被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

床掘(S1)= 18.3

埋戻(C) = 6.2 床掘(S1)= 34.1

埋戻(C) = 11.2
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横     断     面     図   7/8

1:100 

被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

床掘(S1)= 31.0

埋戻(C) = 12.1

床掘(S1)= 38.5

埋戻(C) = 14.7

 BA = 14.3

床掘(S1)= 29.7

埋戻(C) = 11.8
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被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署

床掘(S1)= 33.9

埋戻(C) = 17.1

 BA =  7.8
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床掘(S1)= 32.0
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被災番号　3号　-  2.8km地点

仲の股林道 災害復旧工事

東北森林管理局 津軽森林管理署金木支署
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